
































（ 1）　最判平成27年 4 月28日平成26年（行ヒ）第75号。
（ 2）　東京高判平成25年11月 1 日平成24年（行ケ）第 8 号。この事件とその背景については、安藤和
宏「JASRAC の放送包括ライセンスをめぐる独禁法上の問題点」知的財産法政策学研究39号（2012
年）179⊖227頁を参照のこと。






















社名なので、通常は英文社名である Japanese Society for Rights of Authors, Com-
posers and Publishers の下線の部分の英語をつなげて JASRAC（ジャスラック）








































中でもプラーゲ博士と NHK との交渉は熾烈を極め、NHK がプラーゲ博士の
要求額を拒絶したために、NHK は1933年からほぼ 1 年間、外国曲の放送を

























ド会社 B から発売し、その楽曲の著作権を音楽出版社 C に譲渡するとしよう。
この構図からいうと、レコード会社 B は楽曲の使用者、音楽出版社 C は楽曲
の著作権者、アーティスト A は楽曲の著作者である。そして音楽出版社 C は、
アーティスト A から譲り受けた著作権の全部または一部を JASRAC に信託譲




この例でいうと、JASRAC はレコード会社 B から JASRAC の使用料規程に従っ
て著作物使用料を徴収し、そこから管理手数料（CD の場合 6 ％）を差し引















（ 4）　JASRAC の役割と機能については、安藤和宏『よくわかる音楽著作権ビジネス基礎編 4 th 
edition』（リットーミュージック・2011年）42⊖61頁を参照のこと。
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　JASRAC は、信託著作権の管理によって徴収した著作物使用料を毎年 3 月、






　委託者が JASRAC に著作権を信託する期間は、 3 年間である。ただし、信
託契約時に限り、 2 年が経過した後、最初に到来する 3 月31日に終了する。つ

























































































































































　そんな中、1998年 4 月 8 日に三野明洋氏が中心となって設立したミュージッ
クコピーライトエージェンシー株式会社（以下、MCA）が文化庁長官に対し
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は、「マルチメディアコンテンツと新規産業に対応」であり、対象商品も（ 1 ）
パソコン用及びゲーム機用 CD-ROM や DVD 等、（ 2 ）コンピュータネット
ワークおよび無線通信によるダウンロード配信に限っていた。しかしながら、






























以上もあり（表 2 参照）、イーライセンスと JRC が主戦場としている録音権
とインタラクティブ配信の分野でさえ、JASRAC のシェアはそれぞれ95％以





2012年度 111，844，648，192円 845，148，828円 1，153，696，162円
2013年度 110，845，584，829円 973，238，371円 1，397，392，183円




2012年度 39，334，576，484円 665，723，142円 828，545，865円
2013年度 35，682，458，094円 744，307，517円 1，175，621，953円




2012年度 7，757，357，276円 168，747，793円 325，150，297円
2013年度 8，721，360，079円 213，712，694円 221，770，230円
2014年度 8，862，254，890円 257，228，141円 236，744，625円
※ JRC のみ消費税込の数字













































































の 6 割以上が JASRAC に信託譲渡している楽曲の権利をイーライセンスや
各管理事業者の管理手数料（表 ５）
JASRAC イーライセンス JRC
レコード 6 ％ 5 ％ 5 ％（ 4 ％）＊＊
ビデオグラム 10％ 10％ 10％（ 8 ％）＊＊
インタラクティブ配信 10％ 10％ 10％（ 8 ％）＊＊
映画録音 20％ 10％ 5 ％
コマーシャル送信用録音 使用料によって異なる＊ 10％ 5 ％
放送・有線放送 10％ 10％ 5 ％
　＊　 使用料が300万円以下の部分については 8 ％、300万円を超え1，000万円以下の部分につ






































て、イーライセンスや JRC に管理委託するにしても、音楽出版社は JASRAC
に対して、イーライセンスや JRC が管理していない支分権や利用形態を管理
委託する必要がある。その場合、コメントが鋭く指摘するように、音楽出版社

















































は JASRAC が 6 ％、一方、イーライセンスと JRC は 5 ％に設定して、差別化






































































点から見ると、次の 5 つの方法が有効であると考えられる。それは、（ 1 ）日
本音楽出版社協会（MPAJ）を母体とした著作権管理事業者を設立する、（ 2 ）
JASRAC を録音権団体と演奏権団体に分社化する、（ 3 ）イーライセンスと
JRC が放送権の管理において、放送局系音楽出版社が楽曲管理を委託するよう






































































ズ、MBS 企画、メディアプルポ、エー・ビー・シーメディアコムの 4 社であ
る。音楽業界には、放送局系音楽出版社がテレビ番組の主題歌・挿入歌・BGM
を管理するというビジネス・スキームが存在するため、放送局系音楽出版社は






対する BGM の権利者の不満をうまく利用することにある。JASRAC の分配規
程では、放送使用料は演奏時間について 1 分単位で算出するが、20秒以下は
1 / 9 、20秒を超え40秒までが 2 / 9 、40秒を超え 1 分までが 1 / 3 というように
短時間の使用に対しては大幅に減額するように規定されているため、短時間使
用が多い BGM の著作権者の著作権収入は近年激減している（ほとんどの音楽
出版社は BGM 収入が 1 / 3 に減少した）（15）。このため、BGM を管理する多く
の音楽出版社がこの規程に不満を持っている。このような権利者は、イーライ
センスや JRC に管理委託する方が多くの使用料を期待できるとなれば、JAS-
RAC からイーライセンスや JRC に管理を変更する可能性は十分にある。
２0１４年度 JASRAC国内分配額ベスト１0（表 ６）
楽曲名 アーティスト 音楽出版社
1 恋するフォーチュンクッキー AKB48 AKS
2 進撃の巨人 BGM － ポニーキャニオン音
楽出版
3 ルパン三世のテーマ ʼ78 － 日本テレビ音楽
4 UFO ピンクレディー 日本テレビ音楽
5 東京ブギウギ 笠置シヅ子 コロムビアソングス
6 物語シリーズセカンドシーズン BGM － SMP
7 Choo Choo TRAIN ZOO テレビ朝日ミュー
ジック
8 西部警察メインテーマ － 石原音楽出版
9 あまちゃん BGM － NHK 出版




















年 4 月 1 日から会員社からコンサートにおける著作物使用料を代行徴収して、
JASRAC に支払っている。この枠組みをイーライセンスや JRC が利用すれば、
全国に散在するコンサートの主催者や会場から著作物使用料を徴収する必要性















































　公正取引委員会および JASRAC の上告を棄却した最高裁判決をもって JAS-
RAC の放送包括ライセンスをめぐる独禁法上の問題がすべて解決したわけで
はない。これを受けて、公正取引委員会は審判をやり直すことになるだけであ
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